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▲南部子育て支援センターでのふれあい

▲車を避けて交差点を渡る児童

松下  嘉城

松岡  光子

問　

就
学
前
児
童
の
保
育
は
、

人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ

る
最
も
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

今
後
、
母
親
の
就
労
意
向
が

高
く
な
る
が
、
保
育
所
へ
の

受
け
入
れ
は
可
能
か
。

答　

現
在
の
保
育
園
の
定
員

で
は
、
将
来
、
希
望
者
全
員

を
受
け
入
れ
る
の
は
難
し
い

と
考
え
る
。
今
後
は
、
保
育

園
児
の
増
減
を
考
慮
し
、
既

存
施
設
で
必
要
に
応
じ
た
柔

軟
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

若
者
へ
の
就
職
の
斡
旋
は

地
元
採
用
枠
の
確
保

を
要
請

町
長

問　

保
護
者
が
通
学
路
の
安

全
対
策
と
し
て
要
望
す
る
溝

蓋
の
整
備
や
街
頭
指
導
員
の

配
置
、
信
号
機
の
設
置
な
ど

に
対
し
、
町
の
窓
口
や
体
制

は
。

答　

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
小
中
学

校
校
長
会
や
町
、
加
古
川
土

木
事
務
所
や
加
古
川
警
察
で

構
成
す
る
通
学
路
安
全
推
進

会
議
を
設
置
し
て
関
係
機
関

と
連
携
し
て
い
く
。
窓
口
は

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

問　

以
前
か
ら
把
握
し
て
い

る
26
カ
所
の
危
険
な
通
学
路

の
改
善
状
況
は
。

一

般

質

問

新政会

日本共産党

保育施設の充実は

通学路の安全対策は

柔軟な対応を検討

関係機関と連携していく

町　長

高倉理事

▲通園路も狭く危険な播磨幼稚園周辺

田中  久子

大瀧  金三

問　

二
子
、
古
宮
地
区
の
保

護
者
か
ら
、
南
小
学
校
区
は

小
・
中
・
高
校
と
整
っ
て
い

る
が
、
幼
稚
園
が
な
く
設
置

の
要
望
が
あ
る
。
新
設
の
計

画
は
。

答　

近
年
、
住
宅
開
発
に
よ

る
園
児
や
児
童
数
の
増
加
に
、

播
磨
幼
稚
園
で
は
遊
戯
室
の

新
設
を
計
画
し
て
い
る
。
一

時
的
に
児
童
が
増
加
し
て
い

る
が
少
子
化
現
象
の
中
、
今

後
の
増
加
の
可
能
性
は
低
く
、

新
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

播
磨
幼
稚
園
付
近
の
山

陽
電
車
沿
い
は
、
道
幅
が
狭

く
危
険
。交
通
安
全
対
策
は
。

問　

平
成
28
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ

土
山
駅
前
に
出
来
る
商
業
施

設
（
仮
称
Ｂ
ⅰ
Ｖ
ⅰ
土
山
）

完
成
後
、
買
い
物
客
や
利
用

者
の
増
加
に
よ
り
、
ま
す
ま

す
踏
切
の
混
雑
が
見
込
ま
れ

る
。
町
と
し
て
の
安
全
対
策

は
。

答　

駅
西
側
踏
切
関
連
の
交

差
点
改
良
は
、
過
去
に
地
権

者
と
の
用
地
交
渉
で
同
意
が

得
ら
れ
ず
断
念
。
町
道
本
荘

土
山
線
の
歩
道
を
踏
切
手
前

ま
で
延
伸
し
、
あ
わ
せ
て
北

側
歩
道
の
一
部
を
拡
幅
し
た
。

さ
ら
に
、
隣
接
地
に
防
災
倉

庫
、
防
火
水
槽
な
ど
を
備
え

答　

さ
ま
ざ
ま
な
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

宮
山
地
区
に
公
園
整
備
を

公
園
化
は

検
討
し
て
い
な
い

福
田
理
事

問　

宮
山
地
区
内
の
ソ
ウ
ブ

チ
池
に
は
葦
が
繁
り
、
11
月

下
旬
に
は
風
が
吹
く
た
び
に

穂
綿
が
空
中
に
飛
散
し
、
洗

濯
物
や
網
戸
を
汚
し
、
ベ
ラ

ン
ダ
の
樋
は
つ
ま
る
。
そ
の

上
、
周
辺
住
民
は
喘
息
、
鼻

炎
な
ど
の
健
康
被
害
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
池
の
草
刈
り

や
清
掃
は
。

答　

草
刈
り
は
春
と
秋
の
年

２
回
。
４
月
に
池
の
中
の
葦

の
刈
り
取
り
を
実
施
し
た
。

問　

宮
山
地
区
に
、
子
ど
も

達
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
公
園
が
な
く
、
多
く

の
方
の
要
望
が
あ
る
。
池
を

埋
め
立
て
公
園
整
備
す
る
検

討
は
さ
れ
た
の
か
。

答　

日
常
的
な
管
理
は
野
添

水
利
組
合
が
行
っ
て
お
り
、

重
要
な
水
源
や
洪
水
に
対
す

る
調
整
機
能
も
あ
り
、
公
園

化
は
検
討
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
戦
争
法
案
に
つ
い
て
の
考

え
は

一

般

質

問

日本共産党

公明党

南小学校区に幼稚園を

土山駅西側踏切の拡幅は

新設は考えていない

今後も状況など確認していく

教育長

町　長

ここを　  うここを　  う問問町政

答　

町
で
実
施
可
能
な
対
策

は
完
了
。
残
り
は
８
カ
所
で

関
係
機
関
に
改
善
を
要
望
し

て
い
る
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
創
設
を

現
在
の
制
度
を

維
持
す
る

教
育
長

問　

２
０
１
２
年
、
政
府
は

国
際
人
権
規
約
の
高
等
教
育

の
漸
進
的
無
償
化
条
項
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
給
付
型
奨

学
金
制
度
創
設
に
取
り
組
む

と
公
約
し
て
い
る
が
未
実
施

で
あ
る
。
町
が
先
駆
け
て
取

り
組
む
考
え
は
。

答　

給
付
型
に
す
る
と
、
大

学
で
５
万
円
と
い
う
水
準
の

給
付
は
考
え
ら
れ
ず
、
金
額

を
下
げ
れ
ば
、
制
度
利
用
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
な
い
と
考

え
、今
の
制
度
を
維
持
す
る
。

問　

町
の
奨
学
金
を
利
用
す

れ
ば
返
済
額
や
返
済
期
間
は

ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
返

済
期
間
の
延
長
は
可
能
か
。

答　

大
学
４
年
間
利
用
す
れ

ば
、
奨
学
金
の
半
額
に
あ
た

る
月
額
２
万
５
０
０
０
円
を

８
年
間
で
返
済
。
返
済
額
や

期
間
延
長
は
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

問　

新
島
に
は
約
60
社
の
企

業
が
立
地
し
て
い
る
。
若
者

の
経
済
的
基
盤
の
安
定
を
図

る
た
め
、
地
元
企
業
へ
の
斡

旋
は
出
来
な
い
か
。

答　

若
者
の
就
労
支
援
は
、

町
が
関
与
す
る
の
は
難
し
い
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
単
位
で
取
り
組
む
内
容
だ

が
、
地
元
で
の
採
用
枠
の
確

保
を
、
県
か
ら
国
へ
進
言
す

る
よ
う
要
請
し
た
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は

本
町
人
口
の

８
％
を
見
込
む

福
田
理
事

問　

来
年
１
月
よ
り
、
年
金

や
税
金
の
給
付
と
負
担
を
公

平
に
す
る
狙
い
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す
る
。

初
年
度
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
予
想
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

カ
ー
ド
の
交
付
枚
数
は
、

本
町
人
口
の
８
％
を
見
込
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
総
務
省
の

見
込
み
枚
数
を
参
考
に
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
妊
娠
各
時
期
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
を

▼
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型

保
育
施
設
の
充
実
を

た
防
災
公
園
も
整
備
す
る
。

開
発
に
よ
る
交
通
量
予
測
で

は
、
変
動
す
る
車
や
人
の
流

れ
に
特
に
支
障
は
な
い
。

問　

県
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど

関
係
機
関
へ
の
踏
切
拡
幅
工

事
や
歩
行
者
専
用
レ
ー
ン
の

設
置
の
働
き
か
け
は
。

答　

現
状
で
は
、
踏
切
の
拡

幅
お
よ
び
歩
行
者
専
用
レ
ー

ン
の
設
置
計
画
に
つ
い
て
は
、

跨
線
橋
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
の
自
由

通
路
が
利
用
で
き
る
状
況
な

の
で
、
計
画
す
る
必
要
性
が

乏
し
い
。跨
線
橋
設
置
後
は
、

町
と
し
て
も
、
踏
切
の
拡
幅

な
ど
の
働
き
か
け
は
行
っ
て

は
い
な
い
が
、
今
後
も
状
況

な
ど
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

問　

現
在
、
設
置
さ
れ
て
い

る
跨
線
橋
か
ら
商
業
施
設
２

階
へ
の
接
続
は
可
能
な
の
か
。

答　

費
用
対
効
果
が
望
め
な

い
。現
在
の
状
況
か
ら
み
て
、

跨
線
橋
の
利
用
者
が
少
な
い

と
の
想
定
で
計
画
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
学
校
給
食
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
は

▼「
子
ど
も
110
番
の
家（
店
）」

の
現
状
は

▲歩道が狭いＪＲ土山駅西側の踏切


